
















る。体内に蓄積されるカドミウムの 50 ～ 70％が腎臓と肝臓に認められ、腎臓への蓄積が
























Organization：世界保健機関）の専門機関である IARC(International agency for research 
on cancer：国際がん研究機関 ) が公表している発がん性リスクの一覧表 4) によると、カ
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　また、カドミウム中毒はビタミン D の活性化の抑制に関係する。ビタミン D の主な作
用としては、小腸、腎臓、骨におけるカルシウム代謝の調節が知られているが、カドミウ
ム中毒の腎機能障害によって腎尿細管に存在しているビタミン D 水酸化酵素の活性が抑
制されて活性型ビタミン D が低下するというメカニズムが推定されている 1)。
１－３．発がん性
　カドミウムは、前述のとおり IARC により発がん性リスクが最も高い Group1 に分類さ
れているが、これは職業などでの高濃度曝露データに基づいたものであり、日常生活での
カドミウム曝露によるがんの影響はよくわかっていないため、多目的コホート研究（JPHC
研究：The Japan Public Health Center-based Prospective Study）5) において大規模な調




































カドミウム 1 日摂取量の年次推移」のデータを公表している 9)。今回、そのデータをもと
に、1981 ～ 2015 年までの 5 年ごとの平均値をグラフに作成し、図 1 に示した。1981 ～
1985 年の 5 年間の平均値は 30mg/man/day を超えていたが、年々減っていき、最新の







デ ン で は 約 15mg/man/day、 中













































VITAL（VITamins And Lifestyle）Study12) という大規模なコホート研究の対象者約 8 万
人のうち約 3 万人に食物摂取頻度調査を行い、FDA（Food and Drug Administration：
アメリカ食品医薬品局）が公表している食品のカドミウム含有量のデータ 13) をもとに食
事由来のカドミウム摂取量の推定値を算出している。VITAL Study において閉経後女性
の乳がんと食事由来のカドミウム摂取量の関連を調べた研究 14) では、2 つの関連はみられ
なかったが、その理由として食事由来のカドミウム摂取量に測定誤差があった可能性を指
摘している。
　また、スウェーデンにおいても大規模な 2 つのコホート研究（COSM：Cohort of 
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